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主な診療内容 

＜医師のコメント＞ 

 4月から小田原市立病院に赴任しました脳神経内科の小

菅将太と申します。専門医として、今までパーキンソン

病をはじめとした様々な疾患を診てまいりました。これ

までの経験を生かした丁寧な診察によって、地域の皆様

の脳神経内科診療に最善の努力を尽くしてまいります。

特定の神経疾患が疑われなくとも、ぜひお気軽にご紹介

ください。 

脳神経内科の紹介 

新 

小菅 将太 

こすげ しょうた 

【脳神経内科】 

科長 

【専門分野】 

 脳神経全般、頭痛 

【資格】 

 日本内科学会内科専門医 

 日本神経学会神経内科専門医 
【脳神経内科 (非常勤)】 

 水間 敦士、正路 大樹 ※非常勤につき平日も不在の場合があります。 

脳の病気  パーキンソン病および関連疾患（進行性核上性麻痺、多系統萎縮症、脳血管性パーキンソニ

ズムなど）をはじめとした、脊髄小脳変性症などの神経変性疾患の診療を行います。 

その他には神経免疫疾患（多発性硬化症、視神経脊髄炎など）、機能性疾患（てんかん な

ど）、頭痛（片頭痛、緊張型頭痛）、などの診療を行います。  

脊髄の病気  運動ニューロン疾患（筋萎縮性側索硬化症；ALS、脊髄性進行性筋萎縮症など）、脊髄炎な

どの診療を行います。  

末梢神経の病気  神経免疫疾患（ギラン・バレー症候群、慢性炎症性脱髄性多発ニューロパチー；CIDP）、多

発ニューロパチー（糖尿病性、内分泌障害性、遺伝性など）、単ニューロパチー（手根管症

候群、肘部管症候群、橈骨神経麻痺、腓骨神経麻痺など）、神経痛（三叉神経痛、舌咽神経

痛、後頭神経痛、帯状疱疹後神経痛など）などの診療を行います。  

筋肉・神経筋接

合部の病気  

重症筋無力症、筋ジストロフィー、周期性四肢麻痺、多発筋炎などの診断を行い必要により

大学病院等に紹介します。  

※下記の脳神経疾患における指定難病の特定疾患認定も行います。 

【可能な検査】 

CT(3D-CTA可能)、MRI(MRA可能)、核医学検査（脳血流SPECT、ドパミントランスポーターシンチグラフィ 

MIBG心筋シンチ グラフィ）、電気生理検査（脳波、神経伝導検査、針筋電図検査） 

※神経伝導検査、針筋電図検査については、予約枠が少ないため、検査までお時間がかかる可能性があります。 

 ご理解ご協力の程よろしくお願いいたします。 

 

脳神経内科に 

   常勤医師が加わりました 



受診/外来担当表について 

曜日 月 火 水 木 金 

午前    正路     

午後    小菅 正路 小菅   水間 

 外来は完全予約制です。受診には「紹介状」とともに「事前予約」が必要です。 
 

→脳卒中が疑われる際には脳神経外科へ、認知症の検査が必要な場合は心身医療科へご紹介ください。 
 
  ※なお、心身医療科を初めて受診される場合は、お電話による事前確認が必要です。 

   必ず心身医療科（外来）にお電話いただきますようお願い申し上げます。0465-34-3175（代表） 

当院の予約取得方法はこちらから→ 

 

 

・どんな 病気？ 

 
脳神経内科疾患 の紹介  

「パーキンソン病」について 

  

 ・当院「脳神経内科 (外来) 」にご紹介ください 

 脳の指令を与えるドパミンと呼ばれる物質が不足することで、脳からの命令が全身にうまく伝わらず、思うよ

うに身体が動かなくなる病気です。10万人あたり100～180人の方がこの病気にかかっているといわれており、

小田原市内で200～360人の患者様がいらっしゃる計算になります。50～65歳に発症することが多いですが、近

年の高齢化に伴い70歳以降で発症する方が増えています。 

 症状としては主に、手足が震える（振戦）、動きが遅くなる（無動）、筋肉が硬くなる（固縮）、体のバラン

スが悪くなる（姿勢反射障害）、などがみられます。これらによって、表情の乏しさ、小声、小書字、首下が

り、小刻み歩行、すくみ足などの運動症状が生じます。 

 数年をかけてゆっくりと進行する病気であり、残念ながら、パーキンソン病を完全に治す治療法はまだありま

せんが、薬により症状を改善することができます。 

 現在は効果的な治療薬が多く開発されており、発症から長い年数にわたり動きのよい状態を保つことができま

す。それだけに、早い段階からきちんと治療を始めることが大切です。 

 「パーキンソン病」につきましては、これまでもMRIや核医学検査（ドパミントランスポーターシンチグラ

フィ等）による精査と外来での治療を行ってまいりました。この度、新たに常勤医師（１名）を配属したことか

ら、さらに多くの患者様を受け入れることが可能となり、必要時には入院による精査や薬剤調整といった一貫し

たサポートを行うことができるようになりました。 

 上記のような症状がみられた際には、「パーキンソン病」の疑いがあります。ぜひ当院の脳神経内科までご紹

介ください。 

 また、「てんかん」「末梢神経障害」等の他疾患（表面「主な診療内容」参照）の診療にも対応しております

ので、かかりつけの患者さんに関してお困りの際は、当科外来までお気軽にご紹介ください。 


